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研究成果の概要（和文）：　本研究では、サルコペニア及びフレイルに関連する各種判定基準を用いて各種有病
率および予後を検証することで、適切な判定基準を探索することを目的とした。分析対象は地域在住高齢者1260
名であった。結果、有病率や有害健康転帰の発生率、それに医療費などから総合的に判断すると、AWGS2019の基
準を用いて「サルコペニア疑い」を判定することがスクリーニングとして適切と考えられた。この指標は握力と
5回立ち上がりテストという簡便な検査によって判定できるものであり、地域の予防活動などでも有用な指標に
なると考えられた。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to explore appropriate criteria for 
identifying high-risk older adults among various definitions related to sarcopenia and frailty. The 
analysis included 1,260 community-dwelling older adults. The results indicated that using the 
AWGS2019 criteria to determine 'probable sarcopenia' was appropriate for screening high-risk older 
adults, based on the prevalence rate and incidence of adverse health outcomes, as well as healthcare
 costs. These criteria, which can be assessed through simple tests such as grip strength and the 
chair stand test, were considered useful indicators for community prevention activities.

研究分野：老年医学

キーワード： サルコペニア

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究によって、地域でハイリスク高齢者をスクリーニングする指標としては、AWGS2019を用いて「サルコペ
ニア疑い」を判定することが適切であると考えられた。本研究において、サルコペニア疑いと判定された方は、
19%程度であり、そのうち35%程度で追跡期間中に要介護・死亡が発生した。また、3年間における医療費は、該
当者で100万円程度であったのに対して非該当者は70万程度であった。地域では、限られた場所、限られた時
間、限られたマンパワーで、適切な対象者を抽出する必要がある。「サルコペニア疑い」を判定することは、判
定方法、有病率および予後といった側面より適切であると考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
2018 年より地域在住高齢者を対象に骨格筋に主眼を置いたコホート研究（MUSCLE 
study）を開始している。このコホート研究では、サルコペニアやフレイルに関する測定を
行っており、複数の定義によるアウトカム発生状況を比較検証することが可能である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、このコホート研究より、サルコペニア及びフレイルに関連する各種判定基準
を用いて各種有病率および予後を検証することで、適切な判定基準を探索することを目的
とした。なお、アウトカム指標としては、要介護および死亡の発生、追跡期間における医療
費とした。 
 
３．研究の方法 
地域在住高齢者 1,260 名を対象に、AWGS2014 および AWGS2019 によるサルコペニア
およびサルコペニア疑いの判定、J-CHS による身体的フレイルの判定をそれぞれ行った。
その後、5年間の追跡期間を設け、その間に発生した要介護及び死亡を追跡した。また、最
初の 3 年間については医療費の調査も実施した。それぞれの判定の有病率、アウトカムと
なる要介護および死亡の発生、医療費などから、ハイリスク高齢者のスクリーニングとして
適切な判定基準を探索した。 
 
４．研究成果 
各基準に該当した割合、追跡期間中に発生した要介護および死亡の発生をアウトカムと
した場合の結果を示す。AWGS2014 で定義したサルコペニアの有病率は 4%程度であり（50
名程度）、そのうち 45%程度が追跡期間中に要介護もしくは死亡が発生していた（20 名程
度）。AWGS2019 で定義したサルコペニアの有病率は 7%程度であり（90名程度）、そのう
ち 43%程度が追跡期間中に要介護もしくは死亡が発生していた（40 名程度）。AWGS2019
でサルコペニア疑い以上（サルコペニア疑い、もしくはサルコペニア）に該当する割合は
19%程度であり（250 名程度）、そのうち 35%程度が追跡期間中に要介護もしくは死亡が発
生していた（80 名程度）。J-CHS で定義した身体的フレイルの有病率は 6%程度であり（70
名程度）、そのうち 40%程度が追跡期間中に要介護もしくは死亡が発生していた（30 名程
度）。 
 



 
図 1 男女別・年齢別のノーマル・サルコペニア疑いのみ・サルコペニアの該当者割合 
AWGS2019 によるノーマル、サルコペニア疑いのみ、サルコペニアの該当者割合を示す。
男女ともに、加齢に伴い、ノーマルの割合は減少し、サルコペニア疑い以上の割合が増加し
ていた。 
 

 
図 2 男女別の要介護・死亡の発生割合 
AWGS2019 によるノーマル、サルコペニア疑いのみ、サルコペニアのそれぞれで、5 年間
の追跡期間に発生した要介護・死亡の割合を示す。男性では、段階的に発生者割合は増加し
ていが、女性ではサルコペニア疑いとサルコペニアの発生者割合はほぼ同等であった。 
 
 
 
 



次に、追跡期間中の最初の 3年間の医療費を示す。AWGS2014 で定義したサルコペニア
の場合、該当者の中央値は 100 万程度で非該当者は 80 万程度であった。AWGS2019 で定
義したサルコペニアの場合、該当者の中央値は 110 万程度で非該当者は 70 万程度であっ
た。AWGS2019 で定義したサルコペニア疑い以上の場合、該当者の中央値は 100 万程度で
非該当者は 70 万程度であった。J-CHS で定義した身体的フレイルの場合、該当者の中央値
は 110 万程度で非該当者は 80 万程度であった。 
このように、各指標によって有病率と有害転機発生割合は異なり、当然ながら有病率が低
いほど発生率は高くなる傾向になった（より重症な方を定義しているため）。しかし、医療
費については必ずしも有病率と負の関係にはなく、いずれの指標においても該当者では医
療費が高くなっていた。有病率を抑えすぎることでハイリスク者を見逃す可能性があるこ
と、有病率を抑えすぎなくても医療費が高くなっていたことなどを考慮すれば、AWGS2019
によるサルコペニア疑いを判定することがバランスの取れたスクリーニングであると考え
られた。この指標は握力や 5 回立ち上がりテストによって判定できるものであり、地域の
予防活動などでも有用な指標になると考えられた。 
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